
名
称

所
在

地

六

検
査
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
（
横
浜
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２
丁
目
３
番
１
号
ク
イ
ー
ン
ズ

タ
ワ
ー
Ａ
10階

横
浜
ポ
ー
ト
事
務
所

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２
丁
目
３
番
１
号
ク
イ
ー
ン
ズ

タ
ワ
ー
Ａ
10階

神
戸
事
務
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
４
丁
目
１
番
22号

ア
ー
バ
ン
エ
ー
ス

三
宮
ビ
ル
９
階

長
崎
事
務
所

長
崎
県
長
崎
市
元
船
町
９
番
18号

長
崎
B
izP
O
R
T
２
階

令和年月日 水曜日 第号官 報

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
級
協
会
の
登

録
を
し
た
件

一

登
録
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
七
日

二

登
録
番
号

３

三

登
録
を
受
け
た
船
級
協
会
の
名
称

L
lo
y
d
's
R
eg
ister

G
ro
u
p
L
im
ited

四

住
所

71
F
en
ch
u
rch
S
treet,

L
o
n
d
o
n
,
E
C
3M
4B
S
,
U
N
IT
E
D
K
IN
G
D
O
M
O
F
G
R
E
A
T
B
R
IT
A
IN

A
N
D
N
O
R
T
H
E
R
N
IR
E
L
A
N
D

五

代
表
者
の
氏
名

N
ick
B
ro
w
n

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
津
市
美
杉
町
八
知
字

深
山
口
二
四
八
二
の
一
七
、
二
四
八
二
の
一
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

深
山
口
二
四
八
二
の
一
八
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
津
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
恵
那
市

山
岡
町
馬
場
山
田
字
飯
高
一
八
〇
の
四
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
真
庭
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真
庭
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
広
原
字
木
場
野
五
九

三
二
の
三
、
五
九
三
二
の
四
、
五
九
三
二
の
一
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

木
場
野
五
九
三
二
の
三
・
五
九
三
二
の
四
・

五
九
三
二
の
一
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
高
原
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
二
十
号

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
船
級
協
会
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法

律
第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
二
十
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

N
A
K
A
S
H
IM
A
V
IE
‑

T
N
A
M

C
O
.,
L
T
D
.

D
IN
H
V
U

F
A
C
‑

T
O
R
Y

L
o
t
C
N
2 
2B
,
D
in
h
V
u

In
d
u
stria

l
Z
o
n
e
o
f
D
in
h

V
u 
C
a
t
H
a
i
eco
n
o
m
ic

zo
n
e,
D
o
n
g
H
a
i
w
a
rd
,

H
a
i
P
h
o
n
g
city
,
S
o
cia
l‑

ist
R
ep
u
b
lic

o
f
V
iet

N
a
m

プ
ロ
ペ
ラ
（
直
径
3200ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
固
定
ピ
ッ

チ
プ
ロ
ペ
ラ
及
び
直
径
3500

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
可
変

ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
の
羽
根
に

限
る
。）

令
和
８
年
８
月
29日
か
ら

令
和
13年
８
月
28日
ま
で

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
十
九
号

航
路
標
識
の
設
置
、
廃
止
及
び
一
時
撤
去
に
つ
い
て
、

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日海

上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
一
号
施
設
灯

位

置

所

在

地

赤
羽
根
港
東
防
波
堤
灯
台
（
愛
知
県

田
原
市
）
の
東
南
東
方
約
二
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

三
〇

四
五

東

経

一
三
七

二
五

一
五


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